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１．印刷産業の現況

（１）業態の変化

印刷産業は、現代の多様化、高度化した顧客のソリューション要求にこたえるため、長

年培ってきたモノづくりの技術と経験を生かすとともに製造業としての技術革新を積極

的に推進し、新しい領域でのビジネスの創出・ビジネスモデルの構築を積極的に進め、

価値あるモノと情報を提供する「情報価値創造産業」に大きく変貌しています。
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出典： 『マーケティング・データ・ブック 2016年』（日本印刷産業連合会発行,2016）
経済産業省工業統計データをもとに作成
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（２）環境変化に直面する印刷産業 工場出荷額の推移

単位：百万円

印刷産業の出荷額減少が続いています。平成25年度の印刷産業の出荷額は5兆5450億円となり、
前年度比1.3％の落ち込みとなりました。
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（３）印刷産業の98.5%が中小企業、54.9%が3人以下
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印刷産業は98.5％が従業者100人未満の中小企業です。残り1.5％の100人以上の企業が出荷額
の44.1%のシェアを占めています。半数を超える事業所（54.9%)が3人以下の規模となっていま
す。

出典： 『マーケティング・データ・ブック 2016年』（日本印刷産業連合会発行,2016）
経済産業省工業統計データをもとに作成
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２．印刷業界の「低炭素社会実行計画」
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◯目標：2020年度時点の自主行動計画参加企業の売上高32,000億円を前提とし、

2010年度の原油換算原単位21.15Kl/億円を年平均1%改善し、2020年度に

は19.13 Kl/億円までの改善を目指し、CO2排出量は、106.2万トンから

8.7万トン削減し、97.5万トンとすることを目指す。

・設定根拠：原油換算原単位を2010年度以降、年平均1％削減する施策として、原単位改善に寄与している

空調関係及び動力関係の設備更新、新設等を計画的に実施します。更に消費エネルギーの「見

える化」を推進して、効率的なエネルギー利用を図る。

（炭素排出係数は2010年度と同じとする。）

・課 題 （以下のような革新的技術の開発を進めている。）

・省エネ型印刷設備導入（デジタル印刷機、高効率印刷機など）

・低温乾燥システム・技術の開発

・印刷乾燥工程の省エネ（UV光源のLED化、印刷インキのハイソリッド化、印刷版の浅版化、乾燥

排熱の有効活用）
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 カバー率（売上金額のカバー率) ： 58％

 参加企業 : 94社（前年と同数）

 印刷産業は中小・零細企業が多く、本計画参加企業数でみると94社、カバー率1.2％であるが、大手

企業を中心に参加しており、売上高で見るとそのカバー率は58％に達している。

 カバー率向上の取組

• 環境自主行動計画の取組状況を当連合会ホームページに掲載すると共に、関連委員会、パン

フレット等で広く参加を勧誘。

• 当連合会が制定した印刷サービスの「グリーン基準」に、「環境自主行動計画」への参加を求め

ている。
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◆2015年度の状況

業界全体の規模 業界団体の規模
低炭素社会実行計画

参加規模

企業数 25,843社 団体加盟
企業数

8,007社 計画参加
企業数

94社
（1.2％）

市場規模
売上高（出荷額）

55,365億円
団体企業
売上規模

売上高
約51,870億円

参加企業
売上規模

売上高 30,107億円
（58.0％）
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◯実績概要 （発電端、クレジット調整後電力係数・固定）
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基準年度
(2010年度)

2014年度

実績

2015年度

見通し

2015年度

実績

2016年度

見通し

2020年度

目標

2030年度

目標

生産活動量
(生産億円) 31,528 30,107 31,763 31,831 31,810 32,000 32,000

エネルギー
消費量

(原油換算万kl)
66.69 62.66 63.89 60.05 63.34 61.21 55.36

CO2排出量
(万t‐CO2) 106.2 93.5 101.7 89.3 100.9 97.5 88.2

エネルギー
原単位

（kl/億円）
21.15 20.81 20.11 18.87 19.91 19.13 17.30

CO2原単位
（t/億円）

33.68 31.04 31.03 28.07 31.17 30.46 27.55

• 2010年度のエネルギー種別構成および電力排出係数（発電端、クレジット調整後、係数固定）、
熱エネルギー換算係数を使用

• 原油換算原単位を年１％改善させるものとし、目標値(CO2排出量)を設定

• CO2排出量、原単位では、見通しを上回り、またエネルギー原単位でも、前年を上回る実績と
なっている。

※電力排出係数は、調整後排出係数0.316kg-CO2／kWh（2010年度・固定）を用いた。(発電端)
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◆２０１５年度における実績概要
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【目標に対する実績】

（注）電力排出係数は、調整後排出係数0.316kg-CO2／kWh(2010年度・固定)を用いた。(発電端)

（参考：温対法調整後の排出係数、変動係数）

（注）電力排出係数は、調整後排出係数0.530kg-CO2／kWhを用いた。(受電端)

・2014年度のCO2排出量は、基準年度比（2010年度）▲15.9%削減しており、2020年度の目標水準を既

に達成している。

・但し、目標設定の電力排出係数は、2010年度発電端固定係数であるが、変動係数で算定すると基準

年度比12.9%の増加になる。これはエネルギー種別で見ると、電力のエネルギー比率が75％と高く、

電力排出係数の影響を大きく受けるためである。

目標指標 基準年度/BAU 目標水準
2015年度実績①

（基準年度比/BAU比）
2015年度実績②
（2014年度比）

CO2排出量 2010年度 ▲8.2％ ▲15.9％ ▲4.5％

2015年度実績 基準年度比 2014年度比

CO2排出量

削減割合
128.6万t‐CO2 12.9％ ▲7.2％
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○目標を達成するために実施した対策と省エネ効果
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• 本年度は、約42億円投資し、47.8千t-CO2の削減効果があった。

• 内容としては、照明関係のLED化、空調関係の更新、インバータ化、動力関係では、

エアー漏れ改善やモーター等のインバーター化、受変電設備の更新が多かった。

• 来年は、省エネ対策として、約29億円の投資および約24千t-CO2の削減効果を見込んで

いる。

2015年度（実績） 2016年度（予定） 2017年度（予定）

投資額（千円） 削減t-CO2 投資額（千円） 削減t-CO2 投資額（千円） 削減t-CO2

照明関係 252,159  1,566  175,025  4,177  188,367  1,310 

空調関係 768,154  11,487  1,061,102  5,846  820,479  7,628 

動力関係 2,875,040  29,842  1,245,338  11,545  864,500  13,189 

受変電関係 221,630  4,264  140,933  216  350,500  272 

その他 116,672  620  294,170  2,255  10,200  1,510 

合 計 4,233,655  47,780  2,916,568  24,039  2,234,046  23,910 
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企業活動における排出削減の取組み

1. 照明関係
Hf照明器具・LED導入、全般照明の局部照明化、タイマー利用による制御

2. 空調関係
空調機更新、 空調インバータ化

3. 動力関係
エア漏れ防止、改善、 モーター等のインバーター化等

4. 受変電関係
受変電設備の更新、改善

5. その他
管理計器設置・エネルギー管理の見える化、太陽光発電、省電力CPU
環境に配慮した印刷製品に、「GP（グリーンプリンティング）マーク」貼付 ほか 11

・老朽した熱源及び空調機器、生産機器の設備更新と照明のLED化等を実施している。

・設備の運用改善、ロスの削減等基本的な省エネ手法が定着してきていることが伺える。
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３．印刷業の環境配慮への自主的取組

◆業界の環境配慮基準である「印刷サービス」グリーン基準の制定及び業界への周知と運用の

推進を目的に創設したグリーンプリンティング認定制度を通じて取組の推進を図っています。

※グリーン基準の構成概要は以下の通り

①環境汚染物質の削減

④取組みの継続性・改善性

③物質循環
③-１ 持続可能な資源利用
③-２ 長期使用
③-３ 再使用
③-４ リサイクル
③-５ 処理処分の容易性

②地球温暖化防止
（省資源 ・ 省エネルギー）

日印産連「各種印刷ｻｰﾋﾞｽ」
グリーン基準

【環境配慮自主的取組】
・地球温暖化対策
・VOC排出抑制
・循環型社会形成
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日印産連【各種印刷サービス】グリーン基準の種類

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

シ
ー
ル
印
刷

グ
ラ
ビ
ア
印
刷

ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

日印産連【各種印刷サービス】グリーン基準の構成

購
入
資
材

工
程

事
業
者
の

取
り
組
み

グリーンプリンティング工場認定制度

グリーンプリンティング製品認定制度

各印刷関連工場・事業所が行っ
ている工程等のグリーン基準達
成度を判定し、認定する制度

グリーンプリンティング認定工場
が製造し、基準に適合した資材
を使用した印刷製品にマーク表
示ができる制度

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

資
機
材
認
定
制
度

各印刷関連工場・事業所が購
入・使用する資機材を環境配慮
基準に基づき認定する制度

詳細はhttp://www.jfpi.or.jp/greenprinting/index.html 13
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【グリーンプリンティング認定制度（ＧＰ）概要】

印刷業界団体の代表である日本印刷産業連合会は、印刷工場と印刷製品の環境配慮を推進するため、印刷産業
界の環境配慮自主基準「印刷サービスグリーン基準」を制定し、達成した印刷工場、印刷製品、印刷資機材を認定
するグリーンプリンティング認定制度（ＧＰ認定制度）を平成18年から推進しています。

【印刷製品の環境配慮（GP製品認定制度）】

グリーンプリンティング製品認定制度（ＧＰ製品認定制度）は、ＧＰ認定工場が製造し、紙、インキ、表面加工材料、
製本材料も環境配慮基準を満たした印刷製品にＧＰマークを表示できる制度です。ＧＰマークは、製造工程と印刷
資材すべてが環境配慮されている、より高度な環境ラベルとして、官公庁の発行物、ＣＳＲレポートから一般のパン
フレットなどさまざまな印刷製品に表示されています。
【実績】ＧＰマーク付き印刷製品は、約３億６千万部

【印刷工場の環境配慮（GP認定工場）】

グリーンプリンティング工場認定制度（ＧＰ工場認定制度）は、認定基準に基づき客観的な審査によって環境配慮さ
れた印刷工場を認定する制度です。認定基準は事業所全体と工程別に決められており、その内容は全てホーム
ページ等で公開されています。 審査・認定は、ＧＰ認定審査員が申請書審査と現地審査を行い、その結果を第三
者で構成するＧＰ工場認定委員会において審査し、認定を行っています。認定を受けた工場をグリーンプリンティン
グ認定工場（ＧＰ認定工場）と言い、３年に１回更新審査を行います。
【実績】ＧＰ認定工場は、全国約3７０工場

【印刷資機材の環境配慮（GP資機材認定制度）】

グリーンプリンティング資機材認定制度（ＧＰ資機材認定制度）は、印刷会社が購入・使用する資機材を環境配慮
基準に基づき認定する制度です。対象品目は、洗浄剤、含浸型洗浄布、エッチ液、印刷版、現像機、セッター、製版
薬品です（平成25年１月現在）。

印刷資機材メーカーからの認定基準適合証明書により、環境配慮度合いの達成点数を算出し、３段階のＧＰマーク
が表示されます。認定を受けた資機材は、日本印刷産業連合会のホームページで製品ごとの環境配慮の内容を
確認することができます。
【実績】ＧＰ資機材認定製品は、約５９０製品



グリーンプリンティング（ＧＰ）認定制度とは
一般社団法人日本印刷産業連合会が印刷業界の
自主基準として制定した環境配慮総合認定制度

グリーンプリンティング（ＧＰ）認定制度とは
一般社団法人日本印刷産業連合会が印刷業界の
自主基準として制定した環境配慮総合認定制度

まとめ

グリーン基準

GP認定制度

環境配慮自主的取組

環境負荷低減
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ＧＰ環境大賞・ＧＰマーク普及大賞とGPPR大使を任命
－環境に配慮した印刷製品づくりを促進－

 ＧＰ環境大賞とＧＰマーク普及大賞

GP 環境大賞は、地球環境への負荷低減に熱心に取り組まれているとともに、GP 認定制度への深い理解と
制度の積極的活用をしていただいていることに敬意と感謝の意を込めて贈るものです。2016GP 環境大賞は、
2015 年度（2015 年 4 月から 2016 年 3 月まで）に GP マークを表示した印刷製品をより多く発行した企業・団
体に授与いたしました。

GP マーク普及大賞は、GP マーク表示にもっとも貢献した GP 認定工場を他の工場の模範として表彰するもの
です。2016 GP マーク普及大賞は、2015 年度（2015 年4 月から 2016 年 3 月まで）に GP マーク表示印刷製品
をより多く受注し、GP マーク普及に貢献した GP 認定工場（印刷会社）に授与いたしました。
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【ＧＰ環境大賞・準大賞】

ＧＰ環境大賞（４社・団体）
株式会社タカラトミー
一般社団法人日本自動車連盟
株式会社丸井グループ
株式会社武蔵境自動車教習所

【ＧＰマーク普及大賞・準大賞】

ＧＰマーク普及大賞 （１社）
六三印刷株式会社

ＧＰマーク普及準大賞（２社）
株式会社大川印刷
株式会社笠間製本印刷

 グリーンプリンティングPR大使に小山薫堂氏を任命
グリーンプリンティング認定制度の社会的認知度を高め、消費者にとって身近な存在としてアピールするた
め、放送作家、脚本家である小山薫堂氏をPR大使に任命しました。

ＧＰ環境準大賞（６社・団体）
株式会社ジェイアール東日本企画
東武鉄道株式会社
一般社団法人日本二輪車普及安全協会
株式会社ホンダカーズ静岡
レインボー薬品株式会社
稚内信用金庫


